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建築物省エネ法の戸建住宅の評価方法

一
次
エ
ネ
性
能

外
皮
性
能

標準計算ルート 簡易計算ルート 仕様ルート

部位毎の
面積・長さ

設備毎の
性能・仕様

太陽光発電
設備等

部位毎の
外皮性能

計算ツール

計算ツール

精緻／
作業量大

おおまか／
作業量小

特徴 パソコン等で行う
精緻な評価方法

パソコン等で行う
簡易な評価方法

仕様で判断する
評価方法

計算する 計算しない
（固定値を使用）

外皮計算用 等 外皮計算用 等

設置する各設備の
性能・仕様を入力

各部材の熱伝導率等より
部位の外皮性能を計算

各部材の熱伝導率等より
部位の外皮性能を計算

設備設置の有無と
設備の種類を入力

プログラム（住宅版）

設備の性能・仕様を入力可能

計算しない
（計算する方法も有）

仕様基準への
適合確認

留意点 ― ―

仕様基準への
適合確認

―

―

―

評価方法

―

モデル住宅法
手計算で行う

簡易な評価方法

計算しない
（固定値を使用）

簡易計算シート

カタログ等より
部位の外皮性能を転記

住宅トップランナー制度、
性能向上計画認定制度、
住宅性能表示制度、

ＢＥＬＳ等には使用不可

設置する設備を選択

考慮できない

簡易計算シート

モデル住宅法の評価方法について

国土交通省 住宅局 住宅生産課

建築環境企画室

令和2年6月版
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計算手順

方法：部位ごとの性能値をカタログ
等で確認・シートに転記して、
η を計算

―

ステップ ：暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨの評価

方法：部位ごとの性能値をカタログ
等で確認・シートに転記して、
を計算

判定： が基準値以下であれば
適合

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

方法：部位ごとの性能値をカタログ
等で確認・シートに転記して、
η を計算

判定：η が基準値以下であれば
適合

ステップ ：冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣの評価

外皮性能と一次エネルギー消費性能の両方とも基準に適合していれば、省エネ基準に適合と判定できる。

■外皮性能

■一次エネルギー消費性能

方法：地域区分、住戸の建築構造、住戸の断熱構造、浴室の断熱構
造で該当するシートを選択

ステップ ：外皮性能の計算シートの選択

方法：地域区分、暖房方式（ 地域は冷房方式）で該当するシートを
選択

ステップ ：一次エネルギー消費性能の計算シートの選択

方法：ステップ ～ の数値と設置
する設備から設備ごとのポイ
ント数を確認・シートに転記
して、ポイント数を合計

判定：合計したポイント数が基準
値以下であれば適合

ステップ ：一次エネルギー消費性能のポイントの評価

地域区分

外皮性能
の基準値

･ ―

η ー ― ― ― ―

一次エネルギー消費性能
の基準値 ポイント

参考：地域区分ごとの基準値

計算シート（試行版）の構成

外皮性能の計算シート
（ 枚で 組の構成）

一次エネルギー消費性能の計算シート
（ 枚で 組の構成）

4

3
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外皮性能の計算シート（試行版）の種類

⚫ シート番号の凡例

地域区分

建築構造

断熱構造

⚫ 建築構造と番号の対応

⚫ 地域区分と番号の対応

⚫ 断熱構造と番号の対応
建築構造 番号
木造

造（鉄筋コンクリート造）
造（鉄骨造）

断熱構造
番号

住戸タイプ 浴室床
床断熱住戸 床断熱
床断熱住戸 基礎断熱
床断熱住戸 外皮に接しない
基礎断熱住戸 基礎断熱

地域区分 都市の例 番号

地域 旭川市

地域 札幌市

地域 盛岡市

地域 仙台市

地域 宇都宮市

地域 東京 区

地域 長崎市

地域 那覇市

計算シート（試行版）の入手方法

計算に関連する補足情報
はここで確認

簡易計算シートの使い方
はここで確認

該当する計算シートを選択
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地域区分の見直し

○ 省エネ基準は、各地域の外気温傾向や使用されている設備機器等の実態を踏まえ、８の地域区分毎に基準値を設定し
ている。

○ 当該地域区分について、①最新の外気温や各地域の標高の影響等を加味した補正、②市町村合併の進展状況を反映
するため、今般、見直しを実施。

○ 太陽光発電設備の創エネ評価の基礎となる「日射に関する地域の区分」についても同様に見直しを実施。
○ 新地域区分は令和元年 月 日に施行されている（令和３年３月３１日までは経過措置として旧地域区分を使用
可能であるが、令和３年４月１日以降は新地域区分を使用する必要があることに注意）。
※ 令和 年 月 日以前に建築確認や届出を行った案件については、着工後に計画変更を行う際に、旧地域区分及び旧日射区分を適用可能。
※ 既存の建築物に対する増改築については、旧地域区分及び旧日射区分を適用可能。

公開場所：「住宅に関する省エネルギー基準に準拠したプログラム」
のサイト（入力補助ツール・補足資料）

：

地域区分のイメージ（見直し後）

地域（旭川市）
地域（札幌市）
地域（盛岡市）
地域（仙台市）

【凡例】（）内は都市の例

地域（宇都宮市）
地域（東京 区）
地域（長崎市）
地域（那覇市）

各区分の見直し前後の情報（補足ツール等）について

一次エネルギー消費性能の計算シート（試行版）の種類

エネ

⚫ シート番号の凡例

地域区分

一次エネルギー消費性能

暖房方式
（ 地域は冷房方式）

暖房方式（ 地域は冷房方式） 番号

主たる居室 その他の居室 ～ 地域 ～ 地域 ～ 地域 地域

設置なし 設置なし

パネルラジエーター（石油潜熱回収型温水暖房機） パネルラジエーター（石油潜熱回収型温水暖房機） ― ― ―

パネルラジエーター（ガス潜熱回収型温水暖房機） パネルラジエーター（ガス潜熱回収型温水暖房機） ― ― ―

暖房機 暖房機 ― ―

ルームエアコン ルームエアコン ―

温水床暖房（石油潜熱回収型温水暖房機） ルームエアコン ― ―

温水床暖房（ガス潜熱回収型温水暖房機） ルームエアコン ― ―

地域区分 都市の例 番号

地域 旭川市

地域 札幌市

地域 盛岡市

地域 仙台市

地域 宇都宮市

地域 東京 区

地域 長崎市

地域 那覇市

⚫ 暖房方式（ 地域は冷房方式）と番号の対応

⚫ 地域区分と番号の対応
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②グラスウール断熱材

合板

せっこうボード

通気層

①グラスウール断熱材

合板

せっこうボード

通気層

外壁

天井 ２階

野縁 せっこうボード

グラスウール断熱材

床［その他の床］ １階

グラスウール断熱材

合板

大引

片開き玄関ドア（ダブルロック）
枠：金属製熱遮断構造
戸：金属製断熱フラッシュ構造
ポスト：なし、ガラス：なし

①建具：樹脂サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：断熱ガス入り
付属部材：なし

窓

ドア

②建具：アルミ樹脂複合サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：乾燥空気
付属部材：なし

演習問題①

地域区分 ６地域

住戸の建築構造 木造軸組構法

住戸の断熱構造 床断熱構造

浴室の断熱構造 基礎断熱構造

階数 ２階建て

１階床面積

２階床面積

延べ面積

【１階平面図】

【部位の断面構成と仕様】

【設備仕様】

※２階は、１階同様の外皮仕様
※２階平面図は、資料の簡略化のため、省略

【基本情報】

⚫ 地域 木造住宅の場合

暖冷房設備：主たる居室は、設置なし
その他の居室は、設置なし

換気設備 ：壁付け式第 種換気設備
照明設備 ：主たる居室は、白熱灯以外

その他の居室は、白熱灯以外
給湯設備 ：設置なし

外壁
：①仕様
：②仕様

窓
：①仕様
：②仕様

基礎［玄関、浴室］

押出法ポリスチレン
フォーム断熱材 種

演習問題①
～６地域 木造住宅の場合～

国土交通省 住宅局 住宅生産課

建築環境企画室

令和2年6月版
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②グラスウール断熱材

合板

せっこうボード

通気層

①グラスウール断熱材

合板

せっこうボード

通気層

外壁

天井 ２階

野縁 せっこうボード

グラスウール断熱材

床［その他の床］ １階

グラスウール断熱材

合板

大引

片開き玄関ドア（ダブルロック）
枠：金属製熱遮断構造
戸：金属製断熱フラッシュ構造
ポスト：なし、ガラス：なし

①建具：樹脂サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：断熱ガス入り
付属部材：なし

窓

ドア

②建具：アルミ樹脂複合サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：乾燥空気
付属部材：なし

演習問題①

地域区分 ６地域

住戸の建築構造 木造軸組構法

住戸の断熱構造 床断熱構造

浴室の断熱構造 基礎断熱構造

階数 ２階建て

１階床面積

２階床面積

延べ面積

【１階平面図】

【部位の断面構成と仕様】

【設備仕様】

※２階は、１階同様の外皮仕様
※２階平面図は、資料の簡略化のため、省略

【基本情報】

⚫ 地域 木造住宅の場合

暖冷房設備：主たる居室は、設置なし
その他の居室は、設置なし

換気設備 ：壁付け式第 種換気設備
照明設備 ：主たる居室は、白熱灯以外

その他の居室は、白熱灯以外
給湯設備 ：設置なし

外壁
：①仕様
：②仕様

窓
：①仕様
：②仕様

基礎［玄関、浴室］

押出法ポリスチレン
フォーム断熱材 種

演習問題①
～６地域 木造住宅の場合～

国土交通省 住宅局 住宅生産課

建築環境企画室

令和2年6月版
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暖冷房設備：主たる居室は、設置なし
その他の居室は、設置なし

換気設備 ：壁付け式第 種換気設備
照明設備 ：主たる居室は、白熱灯以外

その他の居室は、白熱灯以外
給湯設備 ：設置なし

地域区分 ６地域

住戸の建築構造 木造軸組構法

住戸の断熱構造 床断熱構造

浴室の断熱構造 基礎断熱構造

階数 ２階建て

１階床面積

２階床面積

延べ面積

【１階平面図】

【設備仕様】

※２階は、１階同様の外皮仕様
※２階平面図は、資料の簡略化のため、省略

【基本情報】

外壁
：①仕様
：②仕様

窓
：①仕様
：②仕様

ステップ ：外皮性能の計算シートの選択

計算する住宅に該当する外皮性能の計算シートを選択

【 １】該当するファイルをダウンロード

【 ２】ファイルの中から該当する仕様の計算シートを選択

計算手順

方法：部位ごとの性能値をカタログ
等で確認・シートに転記して、
η を計算

―

ステップ ：暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨの評価

方法：部位ごとの性能値をカタログ
等で確認・シートに転記して、
を計算

判定： が基準値以下であれば
適合

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

方法：部位ごとの性能値をカタログ
等で確認・シートに転記して、
η を計算

判定：η が基準値以下であれば
適合

ステップ ：冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣの評価

外皮性能と一次エネルギー消費性能の両方とも基準に適合していれば、省エネ基準に適合と判定できる。

■外皮性能

■一次エネルギー消費性能

方法：地域区分、住戸の建築構造、住戸の断熱構造、浴室の断熱構
造で該当するシートを選択

ステップ ：外皮性能の計算シートの選択

方法：地域区分、暖房方式（ 地域は冷房方式）で該当するシートを
選択

ステップ ：一次エネルギー消費性能の計算シートの選択

方法：ステップ ～ の数値と設置
する設備から設備ごとのポイ
ント数を確認・シートに転記
して、ポイント数を合計

判定：合計したポイント数が基準
値以下であれば適合

ステップ ：一次エネルギー消費性能のポイントの評価

地域区分

外皮性能
の基準値

･ ―

η ー ― ― ― ―

一次エネルギー消費性能
の基準値 ポイント

参考：地域区分ごとの基準値
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ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

① 屋根・天井の熱貫流率を断熱材のカタログ等で確認・転記

該当する断熱材を確認

⚫ 断面の構成・仕様

断熱材の熱貫流率を確認

熱貫流率を転記

天井 ２階

野縁 せっこうボード

グラスウール断熱材 0.234

⚫ 断熱材のカタログイメージ

外皮性能の計算シート（シート番号： ）
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ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

① 屋根・天井の熱貫流率を断熱材のカタログ等で確認・転記

該当する断熱材を確認

⚫ 断面の構成・仕様

断熱材の熱貫流率を確認

熱貫流率を転記

天井 ２階

野縁 せっこうボード

グラスウール断熱材 0.234

⚫ 断熱材のカタログイメージ

外皮性能の計算シート（シート番号： ）
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0.234
0.526

0.869
0.869

基礎［玄関、浴室］

押出法ポリスチレン
フォーム断熱材 種

該当する断熱材を確認

⚫ 断面の構成・仕様

断熱材の熱貫流率を確認

③ 外壁［基礎壁（玄関、浴室）］の熱貫流率を断熱材のカタログ等で確認・転記

熱貫流率を転記

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

⚫ 断熱材のカタログイメージ

0.234
0.526合板

せっこうボード

通気層

①グラスウール断熱材外壁

②グラスウール断熱材

合板

せっこうボード

通気層

該当する
断熱材を
確認

⚫ 断面の構成・仕様

② 外壁［一般部］の熱貫流率を断熱材のカタログ等で確認・転記

断熱材の熱貫流率を確認

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

⚫ 断熱材のカタログイメージ

一つの部位に複数の異なる仕様がある場合は、
最も大きな熱貫流率を記載する。

（ ＞ ）
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せっこうボード

通気層
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通気層

該当する
断熱材を
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⚫ 断面の構成・仕様

② 外壁［一般部］の熱貫流率を断熱材のカタログ等で確認・転記

断熱材の熱貫流率を確認

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

⚫ 断熱材のカタログイメージ

一つの部位に複数の異なる仕様がある場合は、
最も大きな熱貫流率を記載する。

（ ＞ ）
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①建具：樹脂サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：断熱ガス入り
付属部材：なし

窓

②建具：アルミ樹脂複合サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：乾燥空気
付属部材：なし

⚫ 窓の仕様

⚫ 窓のカタログイメージ

⑤ 窓の熱貫流率を窓のカタログ等で確認・転記

該当する窓
を確認

窓の熱貫流率を確認

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

0.234
0.526

0.495
0.869

2.59

0.869

一つの部位に複数の異なる仕様がある場合は、
最も大きな熱貫流率を記載する。

（ ）

⚫ 断熱材のカタログイメージ

0.234
0.526

0.495
0.869
0.869

⚫ 断面の構成・仕様

④ 床［その他の床］の熱貫流率を断熱材のカタログ等で確認・転記

該当する断熱材を確認

熱貫流率を転記

断熱材の熱貫流率を確認

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

床［その他の床］ １階

グラスウール断熱材

合板

大引
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⚫ 補足資料のイメージ

土間床等の外周部の線熱貫流率を確認

基礎［玄関、浴室］

押出法ポリスチレン
フォーム断熱材 種

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

⑦ 土間床等の外周部［玄関・浴室］の線熱貫流率を補足資料で確認・転記
⚫ 断面の構成・仕様

土間床面と地盤面の
高さの差を確認

0.234
0.526

0.495
0.869

2.59
1.90

1.５７

0.869

1.５７

線熱貫流率を転記

【参考資料】基礎断熱時の基礎および土間床等の外周部の熱損失の評価について

on_Heat_Transfer_via_Ground_200424_verβ_Pver0300.pdf

片開き玄関ドア（ダブルロック）
枠：金属製熱遮断構造
戸：金属製断熱フラッシュ構造
ポスト：なし、ガラス：なし

ドア

⚫ ドアの仕様

⚫ ドアのカタログイメージ

該当するドアを確認

⑥ ドアの熱貫流率をドアのカタログ等で確認・転記

熱貫流率を転記

ドアの熱貫流率を確認

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

0.234
0.526

0.495
0.869

2.59
1.90

0.869
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0.869
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0.038

① 熱貫流率を外皮平均熱貫流率の計算シートから転記

ステップ ：冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣの評価

0.234

0.526

0.495

0.869

2.59

1.90

1.５７

0.869

0.045

0.254

0.004

0.011

0.059

0.272

0.027

1.５７

0.234
0.526

0.869
0.869

1.90

0.033

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

⑧ 各部位の熱貫流率や線熱貫流率と係数とのかけ算の結果を合計し、基準値と比較

計算結果の数値（ ）が、
基準値（ ）以下なので

外皮平均熱貫流率ＵＡ
の基準に適合

※計算結果の数値（ ）は、ステップ の一次エネルギー消費性能のポイントの評価で使用します。

0.234
0.526

0.495
0.869

2.59
1.90

1.５７

0.869

0.045
0.254
0.004
0.011
0.059
0.272
0.027

0.038

0.75

1.５７ 0.033

～ の結果を合計
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0.038

① 熱貫流率を外皮平均熱貫流率の計算シートから転記

ステップ ：冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣの評価

0.234

0.526

0.495

0.869

2.59

1.90

1.５７

0.869

0.045

0.254

0.004

0.011

0.059

0.272

0.027

1.５７

0.234
0.526

0.869
0.869

1.90

0.033

ステップ ：外皮平均熱貫流率ＵＡの評価

⑧ 各部位の熱貫流率や線熱貫流率と係数とのかけ算の結果を合計し、基準値と比較

計算結果の数値（ ）が、
基準値（ ）以下なので

外皮平均熱貫流率ＵＡ
の基準に適合

※計算結果の数値（ ）は、ステップ の一次エネルギー消費性能のポイントの評価で使用します。

0.234
0.526

0.495
0.869

2.59
1.90

1.５７

0.869

0.045
0.254
0.004
0.011
0.059
0.272
0.027

0.038

0.75

1.５７ 0.033

～ の結果を合計
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ステップ ：冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣの評価

③ 各部位の熱貫流率や日射熱取得率と係数とのかけ算の結果を合計し、基準値と比較

計算結果の数値（ ）が、基準値（ ）以下なので
冷房期の平均日射熱取得率η の基準に適合

※計算結果の数値（ ）は、ステップ の一次エネルギー消費性能のポイントの評価で使用します。

0.234
0.526

1.90

0.869

0.51

0.153
0.396
0.004

0.038

2.191

2.8

～ の結果を合計0.869 0.009

② 窓の日射熱取得率を窓のカタログ等で確認・転記
⚫ 窓の仕様

⚫ 窓のカタログイメージ

窓の日射熱取得率を確認

該当する
窓を確認

ステップ ：冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣの評価

①建具：樹脂サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：断熱ガス入り
付属部材：なし

窓

②建具：アルミ樹脂複合サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：乾燥空気
付属部材：なし

0.234
0.526

0.869
0.869

1.90

一つの部位に複数の異なる仕様がある場合は、
冷房期は最も大きな日射熱取得率を記載する。

（ ）

0.51
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15

ステップ ：冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣの評価

③ 各部位の熱貫流率や日射熱取得率と係数とのかけ算の結果を合計し、基準値と比較

計算結果の数値（ ）が、基準値（ ）以下なので
冷房期の平均日射熱取得率η の基準に適合

※計算結果の数値（ ）は、ステップ の一次エネルギー消費性能のポイントの評価で使用します。

0.234
0.526

1.90

0.869

0.51

0.153
0.396
0.004

0.038

2.191

2.8

～ の結果を合計0.869 0.009

② 窓の日射熱取得率を窓のカタログ等で確認・転記
⚫ 窓の仕様

⚫ 窓のカタログイメージ

窓の日射熱取得率を確認

該当する
窓を確認

ステップ ：冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣの評価

①建具：樹脂サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：断熱ガス入り
付属部材：なし

窓

②建具：アルミ樹脂複合サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：乾燥空気
付属部材：なし

0.234
0.526

0.869
0.869

1.90

一つの部位に複数の異なる仕様がある場合は、
冷房期は最も大きな日射熱取得率を記載する。

（ ）

0.51
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② 窓の日射熱取得率を窓のカタログ等で確認・転記

ステップ ：暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨの評価

⚫ 窓の仕様

⚫ 窓のカタログイメージ

窓の日射熱取得率を確認

該当する
窓を確認

①建具：樹脂サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：断熱ガス入り
付属部材：なし

窓

②建具：アルミ樹脂複合サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：乾燥空気
付属部材：なし

0.234
0.526

0.869
0.869

1.90

一つの部位に複数の異なる仕様がある場合は、
暖房期は最も小さな日射熱取得率を記載する。

（ ）

0.46

0.038

① 熱貫流率を外皮平均熱貫流率の計算シートから転記

ステップ ：暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨの評価

0.234

0.526

0.495

0.869

2.59

1.90

1.５７

0.869

0.045

0.254

0.004

0.011

0.059

0.272

0.027

1.５７

0.234
0.526

0.869
0.869

1.90

0.033



モ
デ
ル
住
宅
法
の
評
価
方
法
に
つ
い
て

６

18

17

② 窓の日射熱取得率を窓のカタログ等で確認・転記

ステップ ：暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨの評価

⚫ 窓の仕様

⚫ 窓のカタログイメージ

窓の日射熱取得率を確認

該当する
窓を確認

①建具：樹脂サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：断熱ガス入り
付属部材：なし

窓

②建具：アルミ樹脂複合サッシ
ガラス： 複層ガラス 日射取得型
ガラス中空層：乾燥空気
付属部材：なし

0.234
0.526

0.869
0.869

1.90

一つの部位に複数の異なる仕様がある場合は、
暖房期は最も小さな日射熱取得率を記載する。

（ ）

0.46

0.038

① 熱貫流率を外皮平均熱貫流率の計算シートから転記

ステップ ：暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨの評価

0.234

0.526

0.495

0.869

2.59

1.90

1.５７

0.869

0.045

0.254

0.004

0.011

0.059

0.272

0.027

1.５７

0.234
0.526

0.869
0.869

1.90

0.033
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暖冷房設備：主たる居室は、設置なし
その他の居室は、設置なし

換気設備 ：壁付け式第 種換気設備
照明設備 ：主たる居室は、白熱灯以外

その他の居室は、白熱灯以外
給湯設備 ：設置なし

地域区分 ６地域

住戸の建築構造 木造軸組構法

住戸の断熱構造 床断熱構造

浴室の断熱構造 基礎断熱構造

階数 ２階建て

１階床面積

２階床面積

延べ面積

【１階平面図】

【設備仕様】

※２階は、１階同様の外皮仕様
※２階平面図は、資料の簡略化のため、省略

【基本情報】

外壁
：①仕様
：②仕様

窓
：①仕様
：②仕様

ステップ ：一次エネルギー消費性能の計算シートの選択

⚫ 地域 ＲＣ造住宅の場合① 計算する住宅に該当する一次エネルギー消費性能の計算シートを選択

【 １】該当するファイルをダウンロード

【 ２】ファイルの中から該当する仕様の計算シートを選択

ステップ ：暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨの評価

③ 各部位の熱貫流率や日射熱取得率と係数とのかけ算の結果を合計

※計算結果の数値（ ）は、ステップ の一次エネルギー消費性能のポイントの評価で使用します。

0.234
0.526

1.90

0.869

0.46

0.151
0.457
0.001

0.026

2.171

2.8

～ の結果を合計0.869 0.006

暖房期の平均日射熱取得率η Ｈは
省エネ基準ではないため適合の判定は行わない



20

19

暖冷房設備：主たる居室は、設置なし
その他の居室は、設置なし

換気設備 ：壁付け式第 種換気設備
照明設備 ：主たる居室は、白熱灯以外

その他の居室は、白熱灯以外
給湯設備 ：設置なし

地域区分 ６地域

住戸の建築構造 木造軸組構法

住戸の断熱構造 床断熱構造

浴室の断熱構造 基礎断熱構造

階数 ２階建て

１階床面積

２階床面積

延べ面積

【１階平面図】

【設備仕様】

※２階は、１階同様の外皮仕様
※２階平面図は、資料の簡略化のため、省略

【基本情報】

外壁
：①仕様
：②仕様

窓
：①仕様
：②仕様

ステップ ：一次エネルギー消費性能の計算シートの選択

⚫ 地域 ＲＣ造住宅の場合① 計算する住宅に該当する一次エネルギー消費性能の計算シートを選択

【 １】該当するファイルをダウンロード

【 ２】ファイルの中から該当する仕様の計算シートを選択

ステップ ：暖房期の平均日射熱取得率ηＡＨの評価

③ 各部位の熱貫流率や日射熱取得率と係数とのかけ算の結果を合計

※計算結果の数値（ ）は、ステップ の一次エネルギー消費性能のポイントの評価で使用します。

0.234
0.526

1.90

0.869

0.46

0.151
0.457
0.001

0.026

2.171

2.8

～ の結果を合計0.869 0.006

暖房期の平均日射熱取得率η Ｈは
省エネ基準ではないため適合の判定は行わない
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一次エネルギー消費性能の計算シート （シート番号： エネ ） ②

一次エネルギー消費性能の計算シート （シート番号： エネ ） ①
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一次エネルギー消費性能の計算シート （シート番号： エネ ） ②

一次エネルギー消費性能の計算シート （シート番号： エネ ） ①
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② ステップ で計算した外皮平均熱貫流率とステップ で計算した冷房期の平均日射熱取得
率から、該当する冷房設備のポイント数を確認

✔

✔

ステップ ：一次エネルギー消費性能のポイントの評価

0.234
0.526

0.495
0.869

2.59
1.90

1.５７

0.869

0.045
0.254
0.004
0.011
0.059
0.272
0.027

0.033

0.75

1.５７ 0.038

0.234
0.526

1.90

0.869

0.51

0.153
0.396

0.009
0.038

2.191

2.8

0.869
0.004

① ステップ で計算した外皮平均熱貫流率とステップ で計算した暖房期の平均日射熱取得
率から、該当する暖房設備のポイント数を確認

✔
✔

ステップ ：一次エネルギー消費性能のポイントの評価

0.234
0.526

0.495
0.869

2.59
1.90

1.５７

0.869

0.045
0.254
0.004
0.011
0.059
0.272
0.027

0.033

0.75

0.234
0.526

1.90

0.869

0.46

0.151
0.457

0.006
0.026

2.171

2.8

1.５７ 0.038

0.869
0.001
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② ステップ で計算した外皮平均熱貫流率とステップ で計算した冷房期の平均日射熱取得
率から、該当する冷房設備のポイント数を確認

✔

✔

ステップ ：一次エネルギー消費性能のポイントの評価

0.234
0.526

0.495
0.869

2.59
1.90

1.５７

0.869

0.045
0.254
0.004
0.011
0.059
0.272
0.027

0.033

0.75

1.５７ 0.038

0.234
0.526

1.90

0.869

0.51

0.153
0.396

0.009
0.038

2.191

2.8

0.869
0.004

① ステップ で計算した外皮平均熱貫流率とステップ で計算した暖房期の平均日射熱取得
率から、該当する暖房設備のポイント数を確認

✔
✔

ステップ ：一次エネルギー消費性能のポイントの評価

0.234
0.526

0.495
0.869

2.59
1.90

1.５７

0.869

0.045
0.254
0.004
0.011
0.059
0.272
0.027

0.033

0.75

0.234
0.526

1.90

0.869

0.46

0.151
0.457

0.006
0.026

2.171

2.8

1.５７ 0.038

0.869
0.001
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ステップ ：一次エネルギー消費性能のポイントの評価

④ ステップ の①～③で確認した各設備のポイント数をシートに転記後、合計したポイント数
が ポイント以下になるか確認

43

8

12

25

11

0.75

2.8

2.8

99

ア ～ オ のポイントを合計

合計したポイント数が ポイント以下なので
一次エネルギー消費性能の基準に適合

外皮性能と一次エネルギー消費性能の両方とも基準に適合しているので、省エネ基準に適合と判定できる。

③ 換気設備、照明設備、給湯設備について、設置する設備が該当するポイント数を確認
【設備仕様】

暖冷房設備：主たる居室は、設置なし
その他の居室は、設置なし

換気設備 ：壁付け式第 種換気設備
照明設備 ：主たる居室は、白熱灯以外

その他の居室は、白熱灯以外
給湯設備 ：設置なし

✔

✔

✔
✔

ステップ ：一次エネルギー消費性能のポイントの評価
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ステップ ：一次エネルギー消費性能のポイントの評価

④ ステップ の①～③で確認した各設備のポイント数をシートに転記後、合計したポイント数
が ポイント以下になるか確認

43

8

12

25

11

0.75

2.8

2.8

99

ア ～ オ のポイントを合計

合計したポイント数が ポイント以下なので
一次エネルギー消費性能の基準に適合

外皮性能と一次エネルギー消費性能の両方とも基準に適合しているので、省エネ基準に適合と判定できる。

③ 換気設備、照明設備、給湯設備について、設置する設備が該当するポイント数を確認
【設備仕様】

暖冷房設備：主たる居室は、設置なし
その他の居室は、設置なし

換気設備 ：壁付け式第 種換気設備
照明設備 ：主たる居室は、白熱灯以外

その他の居室は、白熱灯以外
給湯設備 ：設置なし

✔

✔

✔
✔

ステップ ：一次エネルギー消費性能のポイントの評価
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戸建住宅の簡易な省エネ性能評価方法（外皮性能）

簡易計算シートのイメージ～6地域、W造、床断熱（浴室基礎断熱）の例～

外皮平均熱貫流率(UA値)及び冷房期の平均日射熱取得率(ηAC値)が
基準値以下の場合、省エネ基準（外皮性能）適合

○ 市場に流通している戸建住宅の形態を踏まえ、部位別の面積割合について安全側となる固定値を設定。

○ 外壁、窓等の部位ごとの熱貫流率等を断熱材及び窓のカタログから転記した上で、簡易な四則演算により外皮基準への適否
を判断。

改正の内容

部位 係数 熱貫流率U 結果

屋根・天井 0.192 × ＝ ⑴

外壁 0.482 × ＝ ⑵

床
浴室 - × - ＝ - ⑶

その他 0.119 × ＝ ⑷

窓 0.105 × ＝ ⑸

ドア 0.014 × ＝ ⑹

線熱貫流率ψ

土間床等の
外周部

玄関等 0.021 × ＝ ⑺

浴室 0.024 × ＝ ⑻

その他 - × ＝ - ⑼

外皮平均熱貫流率[W/(㎡・K)] (1)～(9)の合計 ＝

基準値：0.87 [W/(㎡・K)]

部位 係数 熱貫流率U 結果

屋根・天井 0.650 × ＝ ⑽

外壁 0.751 × ＝ ⑾

ドア 0.020 × ＝ ⑿

日射熱取得率η

窓 4.296 × ＝ ⒀

冷房期の平均日射熱取得率[-] (10)～(13)の合計 ＝

基準値：2.8 [－]

外皮平均熱貫流率 UA値 冷房期の平均日射熱取得率 ηAC値

：固定値 ：カタログから転記【凡例】

-

固定値 カタログから転記 固定値 カタログから転記
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戸建住宅の簡易な省エネ性能評価方法（一次エネルギー消費量）

外皮平均熱貫流率 UA値 暖房期の日射熱取得率 ηAH値 ポイント数

□ 0.60<UA値≦0.87

□ 2.0≦ηAH値<3.0 ･･･

□ 3.0≦ηAH値<4.0 ○○

□ 4.0≦ηAH値<5.0 ･･･

□ 5.0≦ηAH値 ･･･

□ 0.87<UA値≦1.54

□ 2.0≦ηAH値<3.0 ･･･

□ 3.0≦ηAH値<4.0 ･･･

□ 4.0≦ηAH値<5.0 ･･･

□ 5.0≦ηAH値 ･･･

暖房設備

冷房設備

換気設備

設備の仕様 ポイント数

□ ダクト式 第一種換気設備 ･･･

□ ダクト式 第二種又は第三種換気 ･･･

□ 壁付け式 第一種換気設備 ･･･

□ 壁付け式 第二種又は第三種換気設備 ●●

給湯設備

設備の仕様 節湯機器の有無 ポイント数

□ 設置なし □ ― ･･･

□ ガス潜熱回収型給湯機
□ 無 ･･･

□ 有 ■■

□ 石油潜熱回収型給湯機
□ 無 ･･･

□ 有 ･･･

□ 電気ヒートポンプ給湯機
□ 無 ･･･

□ 有 ･･･

□
電気ヒートポンプ･

ガス併用型給湯器

□ 無 ･･･

□ 有 ･･･

照明設備（全居室）

設備の仕様 ポイント数

□ 設置なし △△

□ すべての機器においてLEDを使用 ･･･

□ すべての機器において白熱灯以外を使用 ･･･

○○

暖房設備

□□

冷房設備

△△

換気設備

●●

給湯設備

■■

照明設備

▲▲

合計

＋ ＝＋ ＋ ＋ ≦ 100

各設備の仕様等に応じたポイント数があらかじめ表記されている

ポイント数の合計が100以下の場合、
省エネ基準（一次エネ消費性能）適合

外皮平均熱貫流率 UA値 冷房期の日射熱取得率 ηAC値 ポイント数

□ 0.60<UA値≦0.87

□ ηAC値≦1.0 ･･･

□ 1.0<ηAC値≦2.0 ･･･

□ 2.0<ηAC値≦3.0 □□

□ 3.0<ηAC値≦4.0 ･･･

□ 0.87<UA値≦1.54

□ ηAC値≦1.0 ･･･

□ 1.0<ηAC値≦2.0 ･･･

□ 2.0<ηAC値≦3.0 ･･･

□ 3.0<ηAC値≦4.0 ･･･

簡易計算シートのイメージ～6地域、間歇運転（ﾙｰﾑｴｱｺﾝ）の例～

○ 市場に流通している各種設備の性能を踏まえ、一次エネルギー消費量について、安全側となる固定値（ポイント数）を設定。
○ 外皮計算から得られた外皮性能（UA値、η値）及び設置する各種設備に対応した評価値を合計し、一次エネ基準への適否を判断。
○ この簡易計算シートと同様の選択項目で計算できるようWEBプログラムの入力フォームを新たに追加。

改正の内容

：固定値 ：設置する設備に応じて選択【凡例】
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